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雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

岩
手
県
地
域
別
最
低
賃
金
は
、

改
正
時
期
を
迎
え
二
〇
二
一
年

度
の
岩
手
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
の
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
岩

手
県
の
最
低
賃
金
七
九
三
円
は
、

東
京
都
一.
〇
一
三
円
と
比
べ
二

二
〇
円
、
宮
城
県
八
二
五
円
と
比

べ
三
二
円
の
格
差
が
あ
り
、
全
国

の
下
位
レ
ベ
ル
に
あ
る
。 

な
お
、
最
低
賃
金
が
同
額
で

も
、
青
森
県
の
産
業
別
賃
金
の
各

種
商
品
小
売
業
が
八
二
五
円
の

設
定
で
あ
る
の
に
対
し
、
岩
手
県

の
同
種
の
産
業
別
最
賃
は
八
〇

〇
円
。
百
貨
店
・
総
合
ス
ー
パ
ー

の
産
業
別
最
賃
は
「
審
議
の
必
要

が
な
い
」
と
さ
れ
、
八
〇
〇
円
で

二
年
間
据
え
置
か
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
連
合
岩
手
は
「
最

低
賃
金
の
早
期
格
差
是
正
」
「
特

定
最
賃
に
係
る
審
議
の
必
要
性
」

を
社
会
に
訴
え
る
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
だ
。 

 

岩
手
県
の
一
人
当
た
り
の
年

間
総
労
働
時
間
は
、
一.

八
五
二

時
間
で
、
全
国
平
均
に
比
べ
一
〇

〇
時
間
以
上
多
く
、
さ
ら
に
、
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
率
は
、
全
国

が
平
均
五
八.

〇
五
％
に
対
し
、

五
五.

七
九
％
。
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
は
、
全
国
六.

一
六
％

に
対
し
二.

七
％
。
全
国
の
平
均

賃
金
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
岩

手
県
は
八
四.

四
七
。「
賃
金
が
安

く
、
労
働
時
間
が
長
く
、
休
暇
が

と
り
づ
ら
い
」
こ
の
現
状
は
、
都

市
部
と
の
格
差
が
縮
ま
ら
ず
、
若

者
の
人
口
流
出
に
も
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
人
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
県
内
勤
労

持続可能な開発目標は、国連加盟１９３ヵ国が達成

を目指す 2016～2030 年までの国際目標である。 

「誰一人取り残さない」という共通理念の下、１７

の目標とこれを達成するための具体的目標として１

６９のターゲットを設定した。これら１７の目標は、

「5 つの P」というキーワードで大別することができ

る。①People(人 )＝貧しさを解決し健康に、②

Prosperity(豊かさ)＝経済的に豊かで安心して暮らせ

る、③Planet(地球)＝自然と共存して地球環境を守る、

④Peace(平和)＝争いのない平和を知ることから実

現、⑤Partnership(パートナーシップ)＝みんなが協

力し合う。子どもたちや孫など、将来世代により良い

世界を残すため、出来ることから行動してみよう。 

七
月
二
七
日
一
〇
時
か
ら
「
お

お
ふ
な
ぽ
ー
と
」
を
会
場
に
「
戦

中
・
戦
後
の
記
憶
展
」
を
開
催
、

高
教
組
か
ら
借
用
し
た
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
（
あ
る
政
治
的
意
図
の
も

と
に
主
義
や
思
想
を
強
調
す
る

宣
伝
）
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
平
和

に
関
す
る
報
道
（
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
、

戦
争
証
言
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
上

映
、
連
合
・
平
和
検
定
の
Ｑ
＆
Ａ

と
児
童
図
書
の
要
約
紹
介
を
配

付
し
て
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
た
。 

平
和
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
連
合
車

両
も
使
っ
て
流
し
隊
と
街
頭
演

説
に
分
か
れ
気
仙
一
円
を
廻
り
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
と
被

爆
者
支
援
の
強
化
、
在
日
米
軍
基

地
の
整
理
・
縮
小
、
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
改
定
な
ど
、
「
二
度
と

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
、
二
度
と
戦

争
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
二
度
と

戦
場
に
子
ど
も
た
ち
を
送
ら
な

い
よ
う
に
」
と
マ
イ
ク
を
持
っ
て

平
和
の
尊
さ
を
訴
え
た
。 

戦
後
七
六
年
を
迎
え
、
戦
争
の
記
憶
は
遠
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
県

内
の
仲
間
と
連
携
し
、
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
世
論
喚
起
、
核
兵

器
の
廃
絶
を
実
現
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
デ
モ
行
進
の
中

止
を
前
提
に
、
例
年
よ
り
縮
小
し
た
気
仙
地
区
実
行
委
員
会
（
連
合
気

仙
、
平
環
気
仙
地
区
セ
ン
タ
ー
、
大
船
渡
地
区
友
愛
会
）
を
結
成
し
て

気
仙
地
区
の
二
〇
二
一
平
和
運
動
を
展
開
し
た
。 

岩
手
出
身
の
野
球
選
手
が
、
プ

ロ
野
球
や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で

も
活
躍
し
、
連
日
ニ
ュ
ー
ス
を
騒

が
せ
て
い
ま
す
。
我
が
家
の
息
子

も
、
地
域
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
、
毎
日
毎
日
、
白
球
を
追
い

か
け
、
夢
を
見
る
ひ
と
り
で
す
。 

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
比
べ
る

と
少
し
ず
つ
大
会
が
戻
っ
て
き

て
は
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、 

保
護
者 

の
応
援 

も
、
声 

出
し
禁 

止
、
ラ 

ッ
パ
も 

ダ
メ
、 

な
ど
い 

ろ
ん
な 

制
約
が 

あ
り
ま 

す
。 

そ
ん
な
中
で
も
、
各
チ
ー
ム
の
趣

向
を
こ
ら
し
た
応
援
に
は
、
相
手

チ
ー
ム
な
が
ら
感
心
し
て
し
ま

う
の
で
す
。 

応
援
歌
を
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

流
し
な
が
ら
、
太
鼓
や
メ
ガ
ホ
ン

を
鳴
ら
し
て
賑
や
か
に
応
援
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
選
手
の
名

前
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
ラ
カ
ー

ド
に
す
る
チ
ー
ム
、
郷
土
芸
能
の

音
楽
を
流
し
て
踊
る
チ
ー
ム
な

ど
な
ど
、
ど
の
応
援
か
ら
も
、
声

に
で
き
な
い
子
ど
も
へ
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

「
超
勤
な
し 

野
球
の
応
援 

６
時
か
ら
」
こ
ん
な
ポ
ス
タ
ー
が

職
場
に
は
貼
ら
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
実
際
は
、
終
わ
ら
な
い
仕

事
を
む
り
や
り
切
り
上
げ
て
ダ

ッ
シ
ュ
す
る
毎
日
。
た
ま
に
は
定

時
に
退
勤
し
て
、
汗
を
流
し
て
い

る
息
子
を
見
て
み
よ
う
か
な
。 

そ
し
て
、
き
っ
と
少
し
は
速
く

な
っ
た
球
を
受
け
て
成
長
を
肌

で
感
じ
て
み
よ
う
。 

容
・
Ｓ 

一
八
時
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
踏
ま
え
参
加
者
を
縮
小
、
気

仙
地
区
集
会
を
開
催
し
、
来
賓

に
は
、
熊
谷
昭
浩
・
東
堅
市
大

船
渡
市
議
、
退
職
者
連
絡
会
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
い
た
。 

長
崎
の
鐘
の
音
に
合
わ
せ
て

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
主
催
者
を

代
表
し
て
梅
木
実
行
委
員
長
は

｢

平
和
は
自
分
た
ち
の
手
で
勝

ち
取
る
も
の
で
あ
っ
て
、
戦
争

の
愚
か
さ
を
訴
え
続
け
、
二
度

と
戦
争
は
し
な
い
信
念
の
基
で

平
和
な
世
界
が
持
続
す
る｣

と

挨
拶
。「
普
通
の
生
活
が
で
き
て

い
る
こ
と
は
平
和
だ
か
ら･

･

こ

の
こ
と
を
訴
え
て
ほ
し
い
」
と

県
実
行
委
員
会
の
藤
岡
英
昭
さ

ん
か
ら
挨
拶
を
受
け
、
事
務
局

が
綴
っ
た
千
羽
鶴
を
伝
達
し

た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
課
題
、
ア

ピ
ー
ル
を
確
認
し
、
実
行
委
員

長
だ
け
の
発
声
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
三
唱
し
て
閉
会
し
た
。 

 

-男女平等参画の実現に向けて- 

日時: ８月25日(水)1８:30 ~ 

場所: シーパル大船渡 
 
【講演】 

NPO 運営から見えるもの 
 ～おばちゃんの元気の素～ 
【講師】 

NPO 法人おはなしころりん 

理事長 江刺由紀子 氏 
 
男女間の格差を解消し、 

男女がともに生き生き 

と働き、生活できる環 

境を考える 

者
の
人
材
確
保
を
さ
ら
に
厳
し
く

す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。 

気
仙
地
協
は
、
七
月
二
一
日
六

時
五
〇
分
か
ら
早
朝
街
宣
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
熊
谷
、
東
大
船

渡
市
議
に
も
マ
イ
ク
を
取
っ
て
い

た
だ
き
、
気
仙
地
域
一
円
を
廻
り

街
頭
演
説
を
し
た
。
社
会
全
体
で

雇
用
を
維
持
・
創
出
す
る
と
同
時

に
、
中
小
企
業
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
「
底
支
え
」
の
実
現
、

将
来
不
安
の
払
拭
、
個
人
消
費
の

喚
起
で
内
需
拡
大
な
ど
、
地
域
に

明
る
い
展
望
が
感
じ
ら
れ
る
、
誰

も
が
笑
顔
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
求

め
て
い
く
こ
と
を
訴
え
た
。 


